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研究成果の概要（和文）：仏女性ファッション雑誌で構築された規範的女性像は、「上品、優雅という仏女性」
像から、1960年代第二波フェミニズムの中で（日本女性のステレオタイプ従属、未熟ではない意味での）若年化
した「強くて自立した（肌の露出も増え）解放」された女性像が理想像として提示されはじめ、SNSの発展と共
に女性雑誌上でその傾向が加速される。現代リトアニア女性雑誌では国独自の生活様式を重んじつつ、外見的に
「ヨーロッパ人」的規範的女性像が構築される。帰属する枠組み（旧ソ連、EU）により外見的な規範的女性像も
変化する。メディアや社会の動きによって女性の欲望とメディア変遷、社会要請間で交渉しつつ規範的女性像は
構築される。

研究成果の概要（英文）：Normative femininity as constructed in French women’s fashion magazines has
 changed from elegant to young, cute (which does not signify immaturity as in Japanese culture), 
strong, independent and emancipated (revealing the skin) since the second wave of feminism took 
place. This tendency was accelerated by the development of social networking services. In contrast, 
contemporary Lithuanian women’s magazines tend to respect Lithuanian lifestyle and habits, trends 
or traditions on constructing normative femininity in appearance. These magazines promote a European
 style which has changed according to belonging in groups such as the ex-USSR or the EU. We conclude
 that normative femininity has been constructed in French and Lithuanian media by negotiating among 
women’s desires, media agendas from mass media to digital media, and social demand according to the
 movement of media and societies.

研究分野： ジェンダー、超域文化論

キーワード： 規範的女性像　フランス、リトアニア、日本　未熟　メディア（マス・デジタル）　ファッション・メ
ディア　言説分析　未熟VS成熟　かわいい

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義・及び社会的意義は、規範的女性像はメディアの発達、社会の動き、女性の自立欲望、消費
経済、メディアの変遷、といった複数の要素間で揺れながら構築される仕組みを、規範的女性像を構築する際に
重要なファッションという視点から、フランス、及びリトアニアメディアにおける規範的女性像事例研究を通し
て明らかにできたこと、そして、日本女性像は時代によって規範的女性像を正当化する役割、またはそれら規範
的女性像にあてはまらない女性を正当化する役割を担っていたという欧州で未熟な日本女性像が受容されてきた
一背景を明らかにできたことである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１． 研究開始当初の背景  

19 世紀末、フランスで作家ピエール・ロチが小説『お菊さん』の中で形成した mousumé と
いった官能的かつ未熟な日本女性イメージは、今もなお世界的に偏った日本女性イメージ
として継承されている。特に、昨今、未熟、子供っぽさと結び付けられる「マンガテイス
ト」といわれるロリータファッションや原宿ストリートファッションを指す「カワイイ」
ファッションを着用する女性像、日本の少女マンガキャラクターである SHOJO がフラン
スの青少年を中心に享受されている状況も見受けられる。なぜフランスのメディアにおい
てこのような未熟な日本女性像が受容され続けてきたのかを明らかにするために、フラン
ス、そして比較軸としてリトアニアの規範的女性像がどのように形成されてきたか考察必
要があると感じたことが研究当初の背景である。 

  
 
２． 研究の目的  

以上の背景、現状からも本研究では一世紀を超え形成され続けると考えられる未熟な日本
女性像が海外の女性性形成においていかなる役割を担うかを明らかにするべく、その前提
として文化コンテクストの異なるその発信地であるフランスと、研究代表者が生活をして
いた国でもある受信国の一つ東欧のリトアニアを事例に、各社会のメディアで規範として
女性性がいかに形成されたかを調査した。  

  
 
３．研究の方法  
mousumé と shojo といった未熟な日本女性像を鏡像として必要とするフランスとリトアニ
アにおける規範として形成される両国の女性像について調査した。そこで、フランスとリト
アニアのメディアがそれぞれいかなる「あるべき女性像」を構築しているかを考察するため、
mousumé 像がフランスで形成され始めた 19 世紀後半から 20 世紀初め、shojo 及び kawaii フ
ァッション像が形成され始めた 20 世紀末から 21 世紀初頭におけるマンガ、雑誌において、
規範とする女性像が書かれている資料を何度かに分けて収集し、それらの資料の言説分析
を通して、両国の女性像の形成過程をそれぞれ明らかにし、未熟な日本女性像が両国の女性
性形成においていかなる役割を担っているかを明らかにした。 

ドミニック・マングノー(D. Maingueneau)が、言表（énoncé）に対し、定義したもので、すな
わち、言説(discours)は「社会歴史的に限定された伝達行為であり、あらゆる言説は、「枠組」
（知識｢というもの｣、文学｢というもの｣、哲学｢というもの｣、広告｢というもの｣ 等）を正
当化するもの」とする (Maingueneau (2002)Dictionnaire de l’Analyse du discours)。ジェンダー・
アイデンティティーの形成過程における社会的要因の一つのメディア(伊藤 2000)に着目し、
ファッションメディアを中心にメディアで構築、提示される女性像についての考察を行っ
た。研究対象としては、 

a) 研究調査内容 :19 世紀後半から 20 世紀初めにかけて、フランスのメディアにおけるジ
ェンダー・アイデンティティー構築に関連する文献調査として Fémina という 19 世紀
から 20 世紀初めに女性雑誌) 

b) 日本の少女アニメが放送され始めた 1980 年代から 2010 年代までの青少年向けフランス
メディア におけるジェンダー・アイデンティティー構築に関連する文献調査 

c) DREAM-UP, Fan2, Salut !, Julie…といったフランスの青少年向け、プレ青少年(女子)向け
のメディア雑誌に掲載された女性性関連記事 



d) リトアニア：BANGA(旧ソ連時代) 海外提携雑誌 Cosmopolitan(1998-)、リトアニア独自
の雑誌、Ieva(1990-2013)、Laima(1993-), Panale(1994-),Edita(1999-) 

e) フランスの代表的女性誌 ELLE France 及びフランスを代表とする男性誌（GQ,LUI な
ど） 

  
４．研究成果 

 (1)日本の kawaii ブームがフランスやその周辺国で話題になりはじめた 2011 年から 2013 年
にかけて発刊されたそれらを享受する世代をモデル読者とする少女雑誌を中心にどのよう
な少女像、女性像が読者が憧れる対象として描かれているかを Julie、Fan 2, Dream-up, Salut, 

Lolie, Petit Princesse（フランス）を中心に、表紙、また最初の編集ページに紹介される女性
像がだれかを知るためその記事を収集した。なぜフランスで未熟とみなされる日本の少女
マンガキャラクターが受容されるのかについての論文をまとめた。その中で、それらがいか
にフランスで表象されたか、また、フランスの少女にメディアが課している規範としての少
女像（大人っぽくセクシュアリティーを感じさせなければならないという少女像）が流布す
る中、日本の一見未熟とされている少女マンガキャラクターの内面の勇気に憧れていると
いうアンケート結果と照らし合わせ新しい選択肢を提供するものとして第一段階として結
論付けた。 
  
(2) 1970 年以降 21 世紀の現代に至るまで「かわいい」女性像が規範的な女性像として日本
の女性誌のプロトタイプ的存在と言われている『anan』において形成されていったのに対し、
それに対応するフランス『ELLE』（『anan』が刊行の際の提携誌）においてどのような規範
的女性像が形成されていたかを調査した。フランスのファッション雑誌のファッション特
集において、そのシーズンの追うべきファッションとそれを身に着けることで体現する理
想の女性像についてどのような形容詞、表現が使われているか、1970 年代から 2010 年代ま
でに出版された『ELLE』『VOGUE』(仏)を中心に考察した。『ELLE』の姉妹誌として 1971

年に刊行された日本の雑誌『anan』では時代によって様々な意味を含有しながら「かわいい」
という言葉が使われていたのに対し『ELLE』では、GUNDLE(2010)が指摘するように、他の
欧米ファッション雑誌と同様「グラマラス」という言葉が使用されていたことを検証する調
査を行った。結果、同等の結果が見られたことにあわせ、「pretty」「fille(娘)」等かわいいと
同様のある種幼さを喚起させる言葉もフランスの『ELLE』でも使用されていたことが明ら
かになった。日仏におけるファッション雑誌が提言する規範としての女性像を表す言葉が
幼さ、未熟さを用いるとしても、その目的は異なることが明らかになった。 

また、分析方法としての言説分析に関する理論書『コミュニケーションテクスト分析』(ひ
つじ書房)の共訳も刊行できた。 

（3）フランスメディアにおける規範的女性性の構築ー Femina のファッション記事におけ
る日仏女性像（1901ー1907）について再検討した。その結果、松田（2009 年）で議論されて
いるように、「フェミニズムや女性解放についてのものではなく、真の女性、エレガントで、
上品、優雅という最高の伝統の中で健全に育ったフランス女性のためのもの」である『フェ
ミナ』において提示された「（ジャポニスム、ピエール・ロチの『おきくさん』）小さな娘や
ゲイシャ」が表象されたのち、日露大戦の勝利後、教育なども含め『西洋化した日本人女性
やファッション』は、「フランス人女性」をお手本にする日本人女性像は、彼女たち西欧人
の行ってきたことを正当化する保証人として提示される。また、日露戦争前後の『占有化さ
れた日本女性やファッション』は、優位な国による日本女性の服装文化の占有として表され



る。このように二重の意味で日本女性像は調査対象時期の『フェミナ』においてその女性読
者のアイデンティティを正当化する役割が付与されていたと結論付けられる。 
 
（４）フランスの ELLE 以外の代表的女性誌（『マリークレール』『GLAMOUR』など）や男
性誌（『GQ』『LUI』）を通して構築される規範的女性像についての補足考察をまとめ、フラ
ンスにおける規範としての女性像を考察することで、男性誌、女性誌における規範としての
規範としての女性像との共通点、相違点を考察することで、フランス、リトアニア、そして
日本における規範としての女性像について検討した。そ こ か ら 導 き 出 せ た こ と は 、①
フ ラ ン ス の 雑 誌 は 日 本 に 比 べ 細 分 化 さ れ て い な い こ と も あ り 、 一 つ の 雑 誌
の 中 で 世 代 の 広 さ 及 び 女 性 像 の 多 様 性 が 表 さ れ て い る こ と 、 ② 若 さ 、 か わ
い さ を 表 す 表 現 は み ら れ る も の の 、 未 熟 、 従 順 と は 結 び 付 い て い な い ③ セ
ク シ ー さ が 強 さ と 結 び つ く （ 日 本 の 場 合 は セ ク シ ー さ が 未 熟 さ 、 か わ い さ
と 結 び つ く （ 田 中 ・ 高 馬 2020）） と い う こ と が 明 ら か に な っ た 。  
 
（ ５ ）リ ト ア ニ ア メ デ ィ ア で 構 築 さ れ る 規 範 的 女 性 性 に つ い て 、21 世 紀 を
中 心 に み て い る と 、ファッションモデルとして起用されるのは、アメリカの提携雑誌で
ある cosmopolitan を除き、誌面でも家庭と仕事を両立させるのが普通とされるリトアニア人
女性の様々なライフスタイル（料理、祝祭、庭仕事、恋愛、家族、子供、仕事）が描かれて
いる。従来旧ソ連のモデルから影響を受けていたが、独立し、さらには EU 加盟後 ZARA や
MANGO といった欧州発のグローバルファッションブランド,また一部ラグジュアリーブラ
ンドがリトアニアで展開されるようになる。そのことを背景に、ファッションメディアにお
いても、化粧、ファッションページに関しては、①4 大都市のコレクション情報の写真の紹
介とそれを真似するための安価なラインであるファーストファッションによる「模倣」コー
ディネートの紹介、②西欧、アメリカで使用される「ファッショニスタ」たちのファッショ
ンの着方がお手本として紹介、③「アイコン」として紹介されるリトアニアの女性の著名人
のイメージに近づくために使用されるものもリトアニアでブランド展開をしている西洋の
ブランドやリトアニアで展開している西洋のラグジュアリーブランドのデザイン性をいち
早く導入しているファーストファッションを「ファッション」として紹介している。 

このように、リトアニアにおいては、従来の伝統的リトアニアの生活を重んじつつ、EU に
まで生活領域を広げる女性像を描いている。そして、ファッションを通してのリトアニア女
性像の外見の「ヨーロッパ」化が、ラグジュアリーブランド情報の紹介、セレブリティーの
紹介、ファーストファッションの展開によって促進されていることが明らかになった。 
 
（５）５つの研究成果から導き出す結果、及び今後の課題 

フランス、リトアニアにおける規範的女性像とは、社会状況の変化、女性解放の動き、メデ
ィアの発達、そして消費・産業に条件づけられながら構築されているといえよう。またここ
で形成されるフランス・リトアニアの規範的女性像から日本女性像が受容される理由を考
えると以下の通りになるだろう。フランスメディアで日本女性像が取り上げられたのが 20

世紀初頭、そして 21 世紀初頭である。20 世紀初頭のフランスにおいてはフランス社会で規
範的女性として認識している自分たちを模倣していく日本人女性は、自らを正当化する役
割が付与されていたといえるだろう。それに対して、21 世紀、フランスのファッションメ
ディア規範的女性像にあてはまらないフランス人女性たちにとって、自分たちを正当化で
きる理想的女性像として、未熟であるが勇敢な日本女性キャラクター、カワイイファッショ
ンを身に着ける日本人女性像が提示されていたといえよう。リトアニアメディアにおける



規範的女性像は、特に独立後は生活レベルではリトアニア文化を守る方向で、外見的には欧
州化が進む中、自分たちとは全く異なる文化としてのゲイシャ像、また、若者の遊び文化の
中で、特にかわいい、マンガのキャラクターなどの特定の日本女性像が、欧州経由で受容さ
れてきたといえよう。このように仏・リトアニアメディアにおいて構築される規範的女性像
は、女性の意思だけではなく、様々な要素によって構築されていること、そこには社会、権
力の要請もあること、時代によって条件づけられながら、それらを正当化、もしくはそれら
から逃避するすべとして日本人女性像が機能していると考えられるのである。 

今後の課題としては、発信者が複数化するデジタルメディアが発展する中でフランスにお
いていかなる規範的女性像が形成されていくのか、それらが日本、リトアニアなどにどのよ
うな影響を与えているのかいないのか、また日本の規範的女性像はフランスにおいてどの
ように扱われているのか、ファッションメディアではなくて芸術メディアである映画など
ではどのような規範的女性像が構築されているのかについて研究を続けていきたい。 
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